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～観光客のニーズを把握し効果的に情報提供をおこなうために～

▼研究の概要

東日本大震災、新型コロナウイルス感染拡大に
より観光関連業は大ダメージを受け、加えて近
年の旅行形態は団体から個人・小グループへと
変化しており、個々のニーズを賄えるように、
ハード、ソフト両面での大きな転換の必要が迫
られている。今後の観光客利用促進を目指すた
めにも、現状の旅行者のニーズ分析および効果
的な情報発信の方法の検討が必要である。

▼研究の成果（結論・考察）

協働研究者である、宮古観光文化交流協会（
以下観光協会）とともに、以下の内容にて学生
も参加する形で進めた。

・文献等による国内観光状況の調査

官公庁のデータや文献等から、国内観光の状
況調査を行う。また、近年の若い世代の動向
や志向を調査した。

・学生による観光地実地調査およびアンケート

今後の観光客となり得る若い世代でもある学
生に対し、観光協会提供コースによる実施お
よびアンケート調査を行った。
調査日：6月18日

参加学生：7名

調査エリア：浄土ヶ浜、浄土ヶ浜ビジターセンターおよび
レストハウス、遊覧船による青の洞窟、田老防潮堤

・Web上の口コミ分析およびその結果からの情

報発信方法の検討

インターネット上の口コミサイト等からのデ
ータを収集し、訪れる観光客の世代や同行者
等に応じたニーズ分析を行う。

▼研究の内容

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
今年度について、新型コロナ感染症の影響もあり、十分な現地調査および当初の予定の観光地での観光客に対す
るアンケート調査など実施できなかったが、現在有している観光資源を有効活用するために、同行者として分類
したターゲットがどこに注目しているか、また評価の高さや問題に感じる点などを口コミの側面から把握するこ

とができた。今後はより多くのデータ等から精度の高い分析を継続する。

観光白書（国土交通省）、旅行年報（公益財団法人日本交通
公社）、岩手県観光統計（岩手県）等から、統計データをもと
に、旅行者全体、若い世代の傾向としてもカップルや友人、少
人数および自動車での移動が多いことがわかった。以下に研究
内容の一部であるWebサイト上の口コミの調査をまとまたも
のを紹介する。また、学生からの実地調査も同様の傾向が見ら
れた。また図２は旅行サイトである、じゃらんの浄土ヶ浜に対
する口コミを分析したものである。

図2 共起ネットワーク

図2は、口コミのテキスト文章か
ら、共起ネットワークを作成した
ものである。全体をおおまかに「
景色・景観」の感想に関する内容
、「さっぱ船」による「青の洞窟
」に関するもの、「遊覧船」に関
するもの、「レストハウス」、「
ビジターセンター」、「遊歩道」
、「駐車（場）」といった施設、
インフラに関わる内容に分けるこ
とができる。図３は、口コミの5
段階評価を対応分析したものであ
り、特に評価が高いものが「さっ
ぱ船」「青の洞窟」浄土ヶ浜の「
白い石」の景観等があげられ、逆
に比較的他と比べて評価に差があ
る項目は、「駐車場」から歩く距
離などの投稿が見られた。図４の
同行者における分析から、「駐車
場」に関しての項目に関する投稿
が目立つのが家族連れが多い傾向
があり、家族連れに対する駐車場
からのシャトルバスなどの情報提
供やアプローチ等を工夫すること
でより高評価につながる可能性が
ある。カップル・夫婦には「さっ
ぱ船」「青の洞窟」、家族連れに
は「海水浴」「レストハウス」へ
の好印象としての注目が高いこと
がわかった。


